








 

はじめに 

 反復流早産は周産期管理の上で重要な問題であり,かつ不育症の原因も構成している。現

在まで習慣流産の定義は流産回数が 3回以上というのが国際的な criteria のようである。

しかし,2 回以上流早産をくり返す反復流早産頻度に関する精度のよい疫学調査の報告は,

最近出されていない。また,超音波診断や内分泌学の進歩により妊娠診断精度の向上をみ,

いわゆる chemicaI pregnancy を含めた流産頻度が従来の疫学調査成績と異なってくる可

能性がある。そこで今回,反復流早産の正確な疫学調査を行う目的で研究協力者の所属施設

において実態調査を行い、必要な調査事項を抽出し,来年度より行う全国調査のための

Pilot study を実施した。 


